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文部科学省推奨  

「評価の観点」作成に関して 

 
 

標記の件、本分科会の取り組んでおりました「建築

法規 評価の観点（観点別評価法）」が整いました。  

１単位を３５時間として科目内容を割り振っており

ます。ぜひ、ご一見の上、ご意見などお寄せいただき

ますようお願い申し上げます。             

以上  



Ver.060822　
目    標

内容の構成及び取扱い

関心・意欲・態度 思考・判断
観察・実験の
技能・表現

知識・理解

・建築の安全と良好な都市環境を
つくる上で、建築法規の必要性に
ついて関心をもち、設計や施工者
の立場で、法規の理解に意欲的、
創造的な態度で取り組もうとして
いる。

・良好な都市環境をつくる上で必
要な建築法規の役割を理解し、自
らの思考を深め、法規の諸問題に
対して適切な判断能力を身につけ
ようとしている。

・建築法規の重要性を理解し、建
築法規に関する知識を身につけ
て、建築の計画や設計などに表現
できる。

・建築関係法令の結びつきや役割
を理解し、建築物の構想に役立つ
実践的な知識を身に付け、建築法
規のもつ意義を理解している。

・ 今日の建築基準法に至るまで
の、歴史的変遷に関心をもち、法
規は市民社会の最低のルールであ
ることを理解し、設計者としての
実践的な態度を身につけようとし
ている。

・社会の変化に応じた建築法規の
必要性を思考し、性能や仕様に基
づく具体的な規制方法などについ
て適切な判断能力を身に付けよう
としている。

・建築基準法が出来上がるまでの
背景を理解し、「単体規定」と
「集団規定」の意義とその効果を
建築の計画や設計などに表現でき
る。

・歴史的変遷と社会的背景と法規
の関係を学習し、「性能」と「仕
様」の概念と、｢集団規定｣と｢単体
規定｣の意義を理解している。

・基本的な用語の定義に関心をも
ち、実際に法規の理解に役立てよ
うとしている。

・用語の定義にいて思考し、事例
に応じて適用できる判断能力を身
につけようとしている。

・法規を理解する上で不可欠な基
本的な用語の定義を理解して、事
例に即して建築の計画や設計に生
かすことができる。

・基本的な用語の定義を実際的な
事例に即して理解している。

・面積・階数などの算定基準の背
景や諸問題に関心をもち、実際に
法規の理解に役立てようとしてい
る。

・面積・高さ・階数等の算定基準
の重要性について思考し、事例に
応じて基準の適用を判断できる能
力を身につけようとしている。

・法規を適用する上で不可欠な面
積算定基準を理解し、事例に即し
て建築の計画や設計に生かすこと
ができる。

・基本的な面積・高さなどの算定
方法を実際的な事例に即して理解
している。

・居室の採光に関する規定のでき
るまでの背景や問題点に関心をも
ち、有効採光面積の基本的概念の
理解に役立てようとしている。

・居室の採光に関する規定と建築
の計画や設計などの関わりについ
ての基本的概念を思考し、適切な
判断能力を身に付けようとしてい
る。

・居室の採光の規制に関する基本
的概念を理解し、建築の計画や設
計などに生かすことができる。

・居室の採光に関する規制の基本
的概念を実際的な事例に即して理
解している。

・居室の採光に関する規定の背景
などに関心をもち、実際的な学習
に役立てようとしている。

・居室の採光に関する規定と建築
計画や設計との関わりについて思
考し、事例に応じて基準の適用を
判断することができる。

・居室の採光の規制に関する、事
例に即した算定能力を身につけ、
建築の計画や設計に生かすことが
できる。

・居室の採光に関する規定と算定
方法を実際的な事例に即して理解
している。

・換気、天井高に関する規定の背
景などに関心をもち、法規の実際
的な学習に役立てようとしてい
る。

・居室の換気、天井高に関する規
定と建築計画や設計との関わりに
ついて思考し、事例に応じて基準
の適用を判断することができる。

・居室の換気、天井高の規制に関
する、事例に即した算定能力を身
につけ、建築の計画や設計に生か
すことができる。

・居室の換気、天井高などに関し
て算定方法を実際的な事例に即し
て理解している。

・構造強度のあらましや、構造設
計などのプロセスと必要性につい
て関心をもち、 法規の実践的な学
習に役立てようとしている。

・構造強度のあらましや構造設計
の原則などについて思考し、事例
に応じて基準の適用を判断するこ
とがことができる。

・構造強度のあらましや構造設計
の原則などを理解し、建築の計画
や設計に生かすことができる。

・構造強度のあらましや構造設計
などの原則などについて、事例に
即した構造計算方法を理解してい
る。

1単位換算３５時間割振

学習指導要領

2)　建築基準法の用語

5)　採光 ②

4)　採光 ①

3)　面積算定、
　　各部の高さ

7)　構造設計と構造計算、
　  一般的な規定

6)　換気、各部の高さ

建築法規　評価の観点

1)　建築法規の起源
　  意義、体系と構成

評　価　規　準

○建築関係法規に関する基礎的な知識を習得させ、建築物の設計、施工、管理に活用する能力と態度を育てる。

○建築物が安全及び衛生上の必要性から多くの法規によって規制されていることについて理解させ、
  建築の計画や設計に生かすことできる実践的な知識を、実際的な事例を通して身に付けさせる。



・木造建築物の、構造計算を必要
としない場合でも、守らなければ
ならない仕様規定について感心を
もち、 実践的な建築の計画や設計
に役立てようとしている。

・木造建築物の構造計算の必要と
しない場合でも、守らなければな
らない仕様規定について思考し、
事例に応じて基準の適用を判断す
ることがことができる。

・木造建築物の構造計算を必要と
しない場合でも、守らなければな
らない仕様規定について、事例に
即した設計能力を身につけること
ができる。

・木造建築物の、構造計算を必要
としない場合でも、守らなければ
ならない仕様規定について、実際
的な事例に即して理解している。

・木造建築物の、構造耐力上必要
な軸組の長さやバランスについ
て、関心をもち、 実践的な建築の
計画や設計に役立てようとしてい
る。

・木造建築物の構造耐力上必要な
軸組の長さやバランス、計算方法
などについて思考し、事例に応じ
て基準の適用を判断することがこ
とができる。

・木造建築物の構造耐力上必要な
軸組の長さやバランス、計算方法
などについて理解し、事例に即し
た設計能力を身につけることがで
きる。

・木造建築物の構造耐力上必要な
軸組の長さやバランス、計算方法
を、事例に即した構造計算方法を
理解している。

・構造の安全上最も重要な部分に
なる接合部に関する規定などにつ
いて関心をもち、 実践的な建築の
計画や設計に役立てようとしてい
る。

・構造の安全上最も重要な部分に
なる接合部に関する規定などにつ
いて思考し、事例に応じて基準の
適用を判断することがことができ
る。

・構造の安全上最も重要な部分に
なる接合部に関する規定などにつ
いて、事例に即した設計能力を身
につけることができる。

・構造の安全上最も重要な部分に
なる接合部に関する規定などにつ
いて、実際的な事例に即して理解
している。

・コンクリートの材料や調合・鉄
筋の定着や配筋などの規定につい
て関心をもち、 実践的な建築の計
画や設計に役立てようとしてい
る。

・コンクリートの材料や調合・鉄
筋の定着や配筋などの規定につい
て思考し、事例に応じて基準の適
用を判断することがことができ
る。

・コンクリートの材料や調合・鉄
筋の定着や配筋などの規定につい
て、事例に即した設計能力を身に
つけることができる。

・コンクリートの材料や調合・鉄
筋の定着や配筋などの規定につい
て、実際的な事例に即して理解し
ている。

・構造計算の考え方や算定方法に
ついて関心をもち、 法規の実践的
な学習などに役立てようとしてい
る。

・建築物の構造計画や構造計算の
関わりについて思考し、建物の安
全性などについて事例に応じて基
準の適用を判断することがことが
できる。

・構造計算の方法に関するあらま
しを理解し、建築の計画や設計に
生かすことができる。

・建築物の構造・規模に基づく構
造計画や構造計算の方法に関する
あらましを理解している。

・火災の拡大・危険性増大の防止
のための内装制限の規定の背景に
関心をもち、実際的な建築の計画
や設計の学習に役立てようとして
いる。

・ 火災の拡大･危険性増大の防止
のための内装制限の規定の背景な
どについて思考し、事例に応じて
基準の適用を判断することができ
る。

・ 火災の拡大･危険性増大の防止
のための内装制限の規定を建築の
計画や設計に適用できる能力を身
につけることができる。

・ 火災の拡大･危険性増大の防止
のための内装制限の規定につい
て、その背景とともに実際的な事
例に即して理解している。

・火災の拡大・危険性増大の防止
のための防火区画の規定の背景に
関心をもち、実際的な建築の計画
や設計の学習に役立てようとして
いる。

・ 火災の拡大･危険性増大の防止
のための防火区画の規定の背景な
どについて思考し、事例に応じて
基準の適用を判断することができ
る。

・ 火災の拡大･危険性増大の防止
のための防火区画の規定を建築の
計画や設計に適用できる能力を身
につけることができる。

・ 火災の拡大･危険性増大の防止
のための防火区画の規定につい
て、その背景とともに実際的な事
例に即して理解している。

・避難誘導と避難経路確保に関す
る規定の背景に関心をもち、実際
的な建築の計画や設計の学習に役
立てようとしている。

・避難誘導と避難経路確保に関す
る規定の背景などについて思考
し、事例に応じて 基準の適用を判
断することができる。

・避難誘導と避難経路確保に関す
る規定を建築の計画や設計に適用
できる能力を身につけることがで
きる。

・避難誘導と避難経路確保に関す
る規定について、その背景ととも
に 実際的な事例に即して理解して
いる。

・消防活動や延焼防止などのため
の規定の背景に関心をもち、実際
的な建築の計画や設計の学習に役
立てようとしている。

・消防活動や延焼防止などのため
の規定の背景などについて思考
し、事例に応じて基準の適用を判
断することができる。

・消防活動や延焼防止などのため
の規定を建築の計画や設計に適用
できる能力を身につけることがで
きる。

・消防活動や延焼防止などのため
の規定について、その背景ととも
に 実際的な事例に即して理解して
いる。

・人命の安全につながる建築設備
の役割や設置基準などに幅広く関
心をもち、実際的な建築の計画や
設計の学習に役立てようとしてい
る。

・人命の安全につながる建築設備
の必要性や安全性などについて思
考し、事例に応じて基準の適用を
判断することができる。

・人命の安全につながる建築設備
について、設置基準や構造基準を
建築の計画や設計に生かすことが
できる。

・人命の安全につながる建築設備
について、設置基準や構造基準に
ついて、実際的な事例に即して理
解している。

13) 火災の進展と法規、
    火災の拡大を防止する対策
　 (内装制限)

12) 構造計算の方法

11) 各構造の種別ごとの規定
   (ＲＣ造)

10) 各構造の種別ごとの規定
　（鉄骨造）

17) 換気設備
 　 衛生設備・配管設備
  　その他の設備

16) 消防隊の活動などのための対策
　  建築物間の延焼などの防止対策

15) 避難のための対策

14) 火災の拡大を防止する対策
　 (防火区画)

9)　各構造の種別ごとの規定
　（木造 ②）

8)  各構造の種別ごとの規定
　（木造 ①）



･都市計画法と建築基準法の集団規
定の目的や背景などに関心をも
ち、法規を意欲的に学ぼうとして
いる。

･都市計画法と建築基準法の集団規
定の必要性や効果について思考
し、事例に応じた判断をすること
ができる。

･都市計画法と建築基準法の集団規
定の必要性や効果について思考
し、事例に応じた判断をすること
ができる。

･都市計画法と建築基準法の集団規
定の必要性や効果について思考
し、事例に応じた判断をすること
ができる。

･秩序ある土地利用の促進のための
用途地域の規定の背景に感心をも
ち、実際的な建築の計画や設計の
学習に役立てようとしている。

･秩序ある土地利用の促進のための
用途地域の規定の効果などについ
て思考を深めようとている。

･秩序ある土地利用の促進のための
用途地域の規定について、建築の
計画や設計に生かすことができ
る。

･秩序ある土地利用の促進のための
用途地域の規定について、実際的
な事例に即して理解している。

・防火･準防火地域内の構造制限な
どの背景に関心をもち、実際的な
建築の計画や設計の学習に役立て
ようとしている。

・防火･準防火地域内の構造制限な
どの必要性などについて思考を深
めようとしている。

・防火･準防火地域内の構造制限な
どについて、建築の設計や計画に
生かすことができる。

・防火･準防火地域内の構造制限な
どについて、実際的な事例に即し
て理解している。

・災害の防止や避難の観点から道
路に基づく様々な規定に関心をも
ち、実践的な態度を身に付けよう
としている。

・災害防止や避難の観点から道路
と敷地のかかわりなどについて思
考し、事例に応じて基準の適用を
判断することがことができる。

・道路と敷地のかかわる規定につ
いて、防災や避難の観点から建築
の計画や設計に生かすことができ
る。

・敷地と道路にかかわる規定につ
いて、防災や避難の観点で実際的
な事例に即して理解している。

・都市環境と建築物の密度の調和
について、その目的・背景などに
関心をもち、建築の計画や設計な
どの実践的な学習に役立てようと
している。

・建ぺい率の制限による都市環境
への効果、役割などについて思考
を深めようとしている。

・建ぺい率の制限の計算能力を身
につけ、事例に即して建築の計画
や設計に生かすことができる。

・密度規制の目的とあらましを理
解し、建ぺい率の算定方法を実際
的な事例に即して理解している。

・都市環境と建築物の密度の調和
について、その目的・背景などに
関心をもち、建築の計画や設計な
どの実践的な学習に役立てようと
している。

・容積率の制限による都市環境へ
の効果、役割などについて思考を
深めようとしている。

・容積率の制限の計算能力を身に
つけ、事例に即して建築の計画や
設計に生かすことができる。

・密度規制の目的とあらましを理
解し、容積率の算定方法を実際的
な事例に即して理解している。

・都市環境と建築物の密度の調和
について、その目的・背景などに
関心をもち、建築の計画や設計な
どの実践的な学習に役立てようと
している。

・容積率の制限の緩和規定におけ
る効果、役割などについて思考を
深めようとしている。

・容積率の制限の緩和規定におけ
る計算方法について理解し、事例
に即して建築の計画や設計に生か
すことができる。

・密度規制の目的とあらましを理
解し、容積率の緩和規定における
算定方法を実際的な事例に即して
理解している。

・日照と都市環境のかかわりや道
路斜線制限の目的や効果などにつ
いて関心をもち、法規の実践的な
学習に役立てようとしている。

・日照と都市環境とのかかわりや
道路斜線制限の効果などについて
思考し、事例に応じて基準の適用
を判断することがことができる。

・日照と都市環境のかかわりや道
路斜線制限について、判断能力を
身につけ、事例に即して建築の計
画や設計学習に的確に生かすこと
ができる。

・日照と都市環境のかかわりや道
路斜線制限の成り立ちとその効果
について、実際的な事例に即した
算定方法理解している。

・道路斜線制限の緩和規定の目的
や効果などについて関心をもち、
法規の実践的な学習に役立てよう
としている。

・道路斜線制限の緩和規定の効果
などについて思考し、事例に応じ
て基準の適用を判断することがこ
とができる。

・道路斜線制限の緩和規定につい
て、判断能力を身につけ、事例に
即して建築の計画や設計学習に的
確に生かすことができる。

・道路斜線制限の緩和規定の成り
立ちとその効果について、実際的
な事例に即した算定方法理解して
いる。

・道路斜線制限の緩和規定の目的
や効果などについて関心をもち、
法規の実践的な学習に役立てよう
としている。

・道路斜線制限の緩和規定の効果
などについて思考し、事例に応じ
て基準の適用を判断することがこ
とができる。

・道路斜線制限の緩和規定につい
て、判断能力を身につけ、事例に
即して建築の計画や設計学習に的
確に生かすことができる。

・道路斜線制限の緩和規定の成り
立ちとその効果について、実際的
な事例に即した算定方法理解して
いる。

・日照と都市環境のかかわりや隣
地斜線制限の目的や効果などにつ
いて関心をもち、法規の実践的な
学習に役立てようとしている。

・日照と都市環境とのかかわりや
隣地斜線制限の効果などについて
思考し、事例に応じて基準の適用
を判断することがことができる。

・ 日照と都市環境のかかわりや隣
地斜線制限について、判断能力を
身につけ、事例に即して建築の計
画や設計学習に的確に生かすこと
ができる。

・日照と都市環境のかかわりや隣
地斜線制限の成り立ちとその効果
について、実際的な事例に即した
算定方法理解している。

21) 道路の種類と基準
　  敷地と道路の関係
　  道路内の建築制限

20) 防火地域・準防火地域
　  高層住居誘導地区

19) 用途地域
　  特別用途地区

18) 都市計画法の目的
　  建築基準法の集団規定の目的
　  都市計画区域の区分

25) 建築物の高さの制限
    建築物の各部分の高さ
  （道路斜線制限）

24) 容積率 ②
　（前面道路の緩和）

23) 容積率 ①

22) 密度の意味
　  建ぺい率

28) 建築物の各部分の高さ
  （隣地斜線制限）

27) 建築物の各部分の高さ
  （道路斜線制限の緩和　②）
  ＜公園、高低差＞

26) 建築物の各部分の高さ
  （道路斜線制限の緩和　①）



・日照と都市環境のかかわりや北
側斜線制限の目的や効果などにつ
いて関心をもち、法規の実践的な
学習に役立てようとしている。

・日照と都市環境とのかかわりや
北側斜線制限の効果などについて
思考し、事例に応じて基準の適用
を判断することがことができる。

・ 日照と都市環境のかかわりや北
側斜線制限について、判断能力を
身につけ、事例に即して建築の計
画や設計学習に的確に生かすこと
ができる。

・日照と都市環境のかかわりや北
側斜線制限の成り立ちとその効果
について、実際的な事例に即した
算定方法理解している。

・日照と都市環境のかかわりや日
影規制の目的や背景などについて
関心をもち、法規の実践的な学習
に役立てようとしている。

・日照と都市環境のかかわりや日
影規制の効果などについて思考
し、事例に応じて基準の適用を判
断することがことができる。

・ 日照と都市環境のかかわりや日
影規制について、判断能力を身に
つけ、事例に即して建築の計画や
設計に生かすことができる。

・日照と都市環境のかかわりや日
影規制の成り立ちとその効果につ
いて、実際的な事例に即した算定
方法理解している。

・地域の個性に応じた良好なまち
づくりのための制度について、そ
の目的・背景などに関心をもち、
法規の実践的な学習に役立てよう
としている。

・ 地域の個性に応じた良好なまち
づくりのための制度の効果などに
ついて、思考を深めようとしてい
る。

・ 地域の個性に応じた良好なまち
づくりのための制度のしくみや効
果を理解し、建築の計画や設計に
生かすことができる。

・地域の個性に応じた良好なまち
づくりのための制度のあらましと
その効果を、実際的な事例に即し
て理解している。

・安全で環境にも調和した建築物
とする最低の条件を満たすための
手続きや、関係機関について関心
をもち、法規の実践的な学習に役
立てようとしている。

・手続きに関するプロセスと建築
生産のかかわり、関係機関の役割
などについて思考を深めようとし
ている。

・手続きのプロセスと建築生産の
かかわりと関係機関について、理
解することができる。

・手続きと手続きに関係する機関
のあらましについて理解できる。

・建築物の使用に伴う維持保全・
定期報告や違反建築物に対する措
置などについて関心をもち、法規
の実践的な学習に役立てようとし
ている。

・建築物の使用に伴う維持保全・
定期報告や違反建築物に対する措
置などの必要性について思考し、
事例に応じて判断することができ
る。

・建築物の使用に伴う維持保全・
定期報告や違反建築物に対する措
置などについて、理解することが
できる。

・建築物の使用に伴う維持保全・
定期報告や違反建築物に対する措
置などについて、実際的な事例に
即して理解している。

・企画や設計と工事段階にかかわ
る法規について関心をもち、法規
の実践的な学習に役立てようとし
ている。

・企画や設計と工事段階にかかわ
る法規について思考し、事例応じ
て基準の適用を判断することがで
きる。

・企画や設計と工事段階にかかわ
る法規について、理解することが
できる。

・企画や設計と工事段階にかかわ
る法規について、実際的な事例に
即して理解している。

・より安全で快適な建築物を促進
するための法規について関心をも
ち、法規の実践的な学習に役立て
ようとしている。

・より安全で快適な建築物を促進
するための法規について思考し、
事例に応じて基準の適用を判断す
ることができる。

・より安全で快適な建築物を促進
するための法規について理解し、
建築の計画や設計などに生かすこ
とができる。

・より安全で快適な建築物を促進
するための法規について、実際的
な事例に即して理解している。

29) 建築物の各部分の高さ
  （北側斜線制限）

32) 手続きのあらまし
　　建築主事
　　指定確認検査機関
　　特定行政庁
　　建築審査会
　　建築物の設計と工事監理
　　建築確認

31) 地区計画
　　建築協定
　　総合設計・特定街区
　　一定の複数建築物に対する総合的設計

30) 日影による中高層の建築物の高さの制限

35) 建設業法
　　工事の安全管理と衛生管理
　　環境の保護
　　ハートビル法
　　耐震改修促進法
　　住宅品質確保促進法
　　取引・登記に関する法規
　　所有・利用・管理に関する法規
　　その他

34) 敷地条件にかかわる法規
　　建築資金にかかわる法規
　　建築士法

33) 施工状況の報告
　　検査
　　工事現場に関する手続きなど
　　維持保全の義務
　　定期報告
　　是正の命令など
　　違反建築物の設計者などに対する措置
　　危険な建築物などに対する措置
　　適用の除外
　　制限の緩和
　　不服申立て
　　罰則


